
第 4窮 スターリンの死と時代の終わり

スターリン時代， III民の出1邸に深く刻み込まれた出来事といえば，その死を

おいて他にない．大人から子ども，労働者や農民から知識人まで誰もがはっき

りと槌えている． ltき方の異なる国民すべての叫1邸のI| lで，スターリンの死は

多様に反映されている．

1. 政治環境の変化

1.1 スターリンの死

スターリンは 1953年3月に亡くなった．彼はソ連の中でもっとも大きな権）J

を持った人物だっただけに，その死は共廂党員，政府指導部や一刈般国民に驚き

と衝撃を廿えた．そもそも彼が死に至った背景には， 2月に病気になったこと

がある．党の幹部であったフルシチョフの発表では，スターリンは休調が悪く

てもイ1:＇liを続けていたという．亡くなる前の晩は，共産党幹部と自分の別荘で

映圃を観たり，食事をしたりして過ごした．晩餐は夜迎くまで続き，彼ぱ党幹

部を見送ってから 191分のやi|5)哨に戻った．フルシチョフによると，翌 1]はl-IIl侶l―l

で，いつも休日には共産党幹部を別荘に呼んでいたが，この日は誰かに連絡し

た形跡がなく，夜になって護術官からフルシチョフ，ベリヤ，マレンコフ，カ

ガノヴィチ，ヴォロシロフやブルガーニンといった党幹部に連絡が入り，彼ら

が別荘に駆けつけた．そこで彼らはスターリンが自身の部屋で倒れているのを

見つけ，すぐに医者を呼んだかすでに昏睡状態であったという．

スターリンの健康状態については，ある程度の情報は国民にも伝えられてい

た．
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私は小さかったけれど、ラジオか241月間休訓てスターリンの：hが1人を仏え

てし、たのを立えてしヽ る． 2～ 3分ことに「こうなりましたJ, 「ああなりまし

た」とラジオから1il」こえてきた．

まだ亡くなったわけではないのにマハソラ（近憐コミュニティ）の付は

もうパ八ヽてし、た．その似は見せかけなんかではなく，心からの涙だった．彼

らにとってスターリンとは規作を大変爪：んし， 1'1分たちのために人牛を棒げ

てくれた人だった． 鳳ウス、ペク人，女‘『1，タシケント）

スターリンは倒れてから放11後に亡くなった．その夕じはすべてのIKl』心にとっ

て人変な厨撃であり，川が変化することを認味していた．

人々はスターリンがしくなるとは息ってもいなかった．スターリンの健康状

態についてのニュースが流れると，何をしていても手をとめてラジオに集中す

るはど心配していたが， 1欠者が救ってくれると {i‘{[1けしていただけに，その波紋

は人きかった．以

かったことがわかる．

らは，スターリンの死がまったく）2想されていな

私が働いていた化学製品［場では，その Il, 1．．．場長がカザフスタンのス

テップ地）jで狩猟を楽しんでしヽたので，彼にスターリンの夕じのニュースはい

しヽていなかった．工場では急濾， スターリンの追1か集会を1}｝]かなければなら

なかったが， 1・ー場長不在ではできないので，彼を採すために軍）Il機まで飛ば

した． しかし，屈場所を突き止めることはできなかった．

そのことで共栢党本部からチルチク市の共］｝『：党支部に，その］．．場長を共

彫党から除名し退仔させるよう指ぷがあったそうだ．チルチク恥崖党の支部

艮は非常に賢い人で，本部から指／ドを受ける茄に，すでに［場長に追冑とし、

う形で処洲をりえていた．そうしたことで一）文処闊を受けた人が1りび1ii]し行

為で処閏を受けることはないという党の仇まりにより，」．．場長は退任も除名

もされなかった．

後にそのl直．場長は， ソ連の化学ー［業）＜1]｛，そしてソ連）--:J:1: に

までなった．彼の名前はカスタノフという．あの時，チルチク共！危党文i.i|：長

の立派な1’IJI土）［がなければ，カスタノフは除名され，出IItはありえなかっただ
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ろう． （il［言者No.26, タタール人，女収I.，ナマンガン）

1.2 その後の政権争い

スタ ーリンの死は， まず共鮒党や政）ィ・、］の楕力争いの発端となった．その中で

もスターリンにも っとも近い位附にいたii|＄下のベリヤと，彼に反対するフルシ

チョフとその協力者の間で対立が深まった．

ベリヤは 1940年代後半までNKVD（内務人民委員名IS)を仕切っており，スタ

ーリン時代の弾）1：などを指揮 した．多 くの共栢党員の収瀾べ も行っており ，彼

らに死刑もしくは艮期の）Jli役を11閑すように働きかけたりK本人である ．彼はた ま

にスタ ーリン の怒りを買うこともあったものの，彼の似頼を得ていた．その こ

とから彼は大きな枠力をilやっていた．

スターリンの死後，彼の影評力は増すと息われた．それは内務省や秘密警察

とのこれまでのネッ トワークを背屎とした， 現実味をおびたものであった．彼

も「1身の影評力を糾j寺し拡）ゞさせようとしていた．

それに対して， フルシチョフ と他の共廂党幹部はベ リヤの巨大な1・作力を牽制

することを考えていた．その結呆， 1953年6月ベリヤの前引任と逮捕 ・タじ刑か執

行された．それがきっかけとなり ，1956年の全ソ連共産党20回大会では，ヘ リ

ャのこれまでの犯罪千［為の公表と，スタ ー リンIIが代の弾圧に対する批刊が行わ

れた．つしヽ に， スタ ーリ ン時代の秘密」こ義政治が終わりを告げ，多くの共i崖党

員の命が救われたのである ．

さらに， これまでタブー祝されていたイデオロギーに閲する議論や，疑間視

されなかった共J}［:：党の行為が1'i検吋され始め，共i崖党内の混乱が1且民にも知れ

渡った．ある人はフルシチョフ政権への交代を以下のように記1意していた．

スターリ ンが亡くなり ，フルシチョフが政権を握ってから混乱が始まっ

た．レビジオニスト（共廂党の政策の再検討を呼びかけた人たち）が出てき

て，マルク スやレ ーニ ン，スターリンの教えを検討し始めた．

こうした政権争いは，戦争直後に行われたが，一般の人々は平和な社会

でまじめに働いてお金を稼ぐことを忘れてしまっていた．人々は国からの助

成や文援で生活していたので， 1工lに禎りすぎていた． （そのことから） I-t活
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が1既かになることはなかった．（証言者No.9, ウズベク人，男VI..，タシケ

ント）

2. 国民の IHI線から

2.1 国民の悲しみ

これまでにも述べたように，スターリンの死はすべての国民にとって衝撃的

な出来liだった． それに対する）又），もは人に よって異なっていたか，人々の叫収訊

から状況を札J-.J見すると，大きく二つに分けられる．まず，スターリンの死を111¥|

人的な悲劇としで受け止め，心から 11災き悲しむ人．次に，その夕じにより自分た

ちの生活や将来に不安を党える人．彼らは，父親のような存介を失った裳失感

と，これからの生活がどのようになっていくのか，不安を憾じていた．そして

限られてはいるが，その死を慮んだ人もいた．弾圧や命をillわれる危険性から

解放された人たちである．

特徴的な点としては，これまでみたことがないほど多くの人が涙を流したこ

とが挙げられる．軍人も農民・労働者も関係なく，外を歩きながらわれを忘れ

て泣いていた．以下のように，その死を軍に動員されている時に知った人もい

る．

私は当時ソ連軍にいて，訃報をカザフスタンのジャズクルガンで虹lり， 1巾

問と一絣に涙を隠すこともなく，子どものようにわんわん泣．いていた．それ

くらいスターリンのことが好きだった．（証言者No.45, タジク人，男‘It,

プハラ ‘)•1•I)

スターリンの訃や位を聞いて泣いた人の数は驚くほど多い．ある人は国民のた

めに貞献したその努力に感謝し，またある人は戦争を勝利へ導いてくれた功紹

を高く ii平価して涙を流したという．なかにはその状況に流されて， i立いていた

だけの人もいただろうが，大勢の人が泣いたことには辿いない．果たして， レ

ーニンが亡くなった際にこうした光景はみられただろうか．
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あの時， lkj民令且か泣しヽていた． ソビエト 1訃民があんなに泣いたのを私

はそれまでみたことがなかった． スターリンの夕じがあれだけ、1竹しまれたHII」11

は，厳ししヽ人だった）又lfli, 国民のことをよく考えていたからだと息う． （IIll: 

I-＝i者No.11,ウズベク人，女骨：， タシケント）

このような状況は政）付のコントロールが強い都市部のみならず，農村[{|；でも

みられた．人々はスターリンの夕じをわが身の小店のように嘆いていたことがわ

かる．

スターリンの死が知らされた 1―10)ことを私はいまだによく此えている．そ

の1！は雨が降ってしヽ て）llL寒かった．

私たちの村は都市から離：れてしヽて，直品があった郡の111心地までは8キ

ロの追のりがあった．その郡の中心地から馬に乗った男の人か来て， 亡くな

ったことを知らせてくれた．

私たちはすぐに学校に集められた．飾ってあったスターリンの写貞には

しヽつの間にか黒しヽ布がかぶせられ，皆2時間以＿．じ泣きながら立ったままだ

った．村のイ'[民は，まるで1]-l分の肉説を亡くしたように悲しんだ． （；；正言者

No. 40, ウズベク人，男性，フェルガナJ、l・I)

ソ辿各地でJÎ‘常にII怜い 1-1々が紬いたが， 背時の出来’liや人々の悲しみを以下

のように行靖作に分析する人もいる．このように，スターリンが時によって残闇

な政絞を実施してきたことを忍識しなからも，彼に対する帷敬とその死を悲し

むという矛JI『する考えを打した人は多かったようだ．

スターリンは，恐ろしいほど厳しいやり内で1玉1を統治してきたか，その

厳しさの1|1に優しさがあるというイメージを人々にすり込むことに成功して

いた．だからこそ彼が亡くなった時，人々は外に出て大声で泣いたんだ．

スターリンヘの哀悼として町の中では工場のベルか嗚り続け，ラジオか

らは訃報が流れてしヽた．

スターリンが亡くなると，彼のやってきたことが批判されるようになり，
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フルシチョフがその最 Iiij線に立った．それでも 11~1民のスターリンに対する息

しヽはそれはど変わらず，彼の人気はしヽまだにi建在である．それはやはり， ス

ターリン11か代に特のl悩に刑め込まれたれ冒Iiが牛きているという 11llである．ス

ターリンは{i布かに良くなしヽこともたくさんやってきたと息うが， 1月のことも

考えてし、たと息う．（IIl|^;i者No.29, ロシア人，女‘111：、コーカンド）

2.2 死がもたらす不安

政府はスターリンの直1本をモスクワの赤の広場にあるレーニンの‘ヽ11/9:l,；りjに

して1呆介することにした． I叶民に見せることで，スターリンは彼らのそぱにい

るとしヽう安心感をりえようとした． しかし，そのような行為は1叶民の心を大き

く揺さぶり，混乱を1JIき起こしたにすぎなかった．

私の兄は‘liII!jモスクワに悴‘芹してしヽて， スターリンの追・イ本が安it'［されて

いる‘ヽ 枷廟まで， とても長いダllができていたと盾していた．特誰かを押し例し

てでもスターリンをひと 11見たいとしヽう衝動にかられた． J見に，押し飼され

て亡くなった人も紐出したという．

そのダIjかあった迎りには人々の脱げた靴がいたるところに転がっていた

そうだ．靴をなくしても気にならないほど，十只悲しみに打ちひしがれ，ただ

ひたすら列に並んでいたらしい． (;•,l|.. ［i者 No.2, ウズベク人，男‘『I:, タシ

ケント）

しみと同時に，人々はスターリンの死を＾人の指森者の夕じとしで受け止め

るのではなく， Iじ活の安定と 1illl_：への希沼を打ち泊す出来'liとしてみていた．次

の指導行がlii［になるのか，その指導者のもとでどのような牛活を送ることがで

きるのか小安を愁じ，それが彼らのスターリンの死を'11りやむ息いを一）’，、11深くし

た．

ウズベキスタン各地では追‘I訊集会が行われた．集会への参加は政lifに動員さ

れたのではなく，骨I,1うも的に行き，スターリンの如liりらしさを訴えた． このよ

うな集公はまず什／j［場， 1．．場や学校から始まった．灯時，まだ幼かった人たち

もその集公に参加し，その梯j'は彼らの19心t店にはっきり残っているという．
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タシケントの中心 (,'1',：命広島，後のアム

ール・テイムール広場）にあったスター

リンの，記念仰のJhlりに， スターリンの夕じ

を •I茄ゃんで大勢の人々が比まった． ［ス

ターリンの死を11『しむ人々l
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195:3年のあの11のことはよく揺えている．朝，泣いているI:J：に起こされた

ので，どうしたのと咋ねると，スターリンが亡くなったと教えてもらった．

私は急いで着枠えを済ませると，学校へ走った．すでに人が集まってい

てどこからかスターリンの大きなび真までが大教字にiiりかれていた．特は，

スターリンのことをどれだけ愛していたか1□l々 に］い合い，水迫に忘れない

と1牙っていた． （illl:！ ［者No.24, ウズベク人，男性，アンディジャン）

また別の人は学校の1改子を以ドのように話り，そこには教員の小安感が現れ

ていた．

スターリンが逍よした時，私たちはまだ子どもだった．兄は学校から戻

ってくると，その 11の出米事を興布した様子で胡し始めた．
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スターリンが亡くなったとラジオ放送かあった11左に，教珀先生か「私た

ちはこれからどうなる！」と泣き州れ，忍識を失ったという．その教如先生

は人変強く厳しい人として知られていたため， 「どもたちはスターリンの夕じ

がどれだけ［大なことなのか，そのIl『初めてわかったと ii・っていた． （訛言・

者No.35, ウズベク人，リげt，タシケント）

追悼集会は打都のタシケントだけではなく，サマルカンドやブハラといった

都市でも行われた．サマルカンドのレギスタン広場は都市の中心にあり，多く

の人が日発的にそこに梨まってきた．なぜなら，そこは悲しみを分かち合うこ

とのできる場所だったからである．そこに行くことでスターリンを少しでも身

近に感じることができたのであろう．特の息いは1iijじであり，その化をI1りやむ

とともに，これからのソ辿や共）if：党，そして 1'1分たちの将来がどうなるのかを

心配していた．しかも，そのような集会は吊叫深夜にかかわらす間かれるこ

ともあった．その時のことは次のように［はI認されている．

スターリンが亡くなった時，タカの5時頃にレギスタン広場にたくさん

の人が集まり集会が閲かれた．ー［場のベルが嗚り，泣いてし＼た人もたくさん

しヽた． No. 21, ロシア人，女性，サマルカンド）

，ブハラでは以ドのように記憶、されている．

私は小さかったので，スターリンのことや彼がやってきたことなどはあ

まりよくわかっていなかった．私が此えているのはスターリンが亡くなった

3) j 3 l Iだ．

プハラ市の赤の広場に行くと，寒い 1_1にもかかわらず，大勢の人が集ま

っていた．特彼を1げ禎していたし好きだった．ほとんどの人が泣いていて，

そのi立き）jは尋‘常ではなく， まるでスターリンの後を追って命を投げ出す‘j恙

、1打をしているかのようなl:|l象を受けた．（］l|：言者No.50, タジク・ウズベク

人， 男‘111ー^．， ブノヽラ）
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彼らにとって，スターリンは父糾のような存在であり，彼抜きに白分たちの

生活を想像することはできなかった．スターリンはもっとも 1吋民の感柏に近い

指導者であった．そのイメージが維持できたのは，いつも同じ服装をしていた

ことと関係が深く，私欲のない彼の↑生格の現れであるとみられていたからだ．そ

のイメージとカリスマ収tもあり，彼の存在は多くの人にとって粕神的な文えで

あった．それだけに，彼が亡くなった時，パニックを起こした人は数え切れな

いと言われている．

スターリンの＇け真は各家庭や国家機閃に飾られていることからも，彼に対す

る忠誠心や化粕， J行政がどれほど強かったかがiitillIjできる．以ドは一例にすぎ

ないが，スターリンが亡くなった時の状況を表している．

憐の家にリダという女性か仕んでいて，スターリンが亡くなったと刷い

て，彼女は恐ろしいほどの悲嗚を上げた．それは泣いているのか叫んでいる

のかよくわからなかった．

私は年端もいかないfどもで，局にスターリンが亡くなったと 1iflいても，

私にとってのスターリンはどこに行っても壁に貼られた写真にすぎなかった

ため，その写良がどうやって死ぬのか不息議に息っていたくらいだ． （証言

者No.13, ウズベク人，―女性，タシケント）

このような証言はあるロシア人が息い出す以ドのil|工iと一致しており， iiIIか

のスターリンに対する停敬度はソ連全域において非常に高かったようである．

党の努）J （広報活動）によりスターリンに対する囚民の愛柏は最高位ま

でに盛り 1こげられた．私ぱ党の仕事をしており，スターリンに宛てて様々な

会議で証み上げられた手紙をよく青いた．そのような手紙は， l駐の影などな

い，心の底からの信東iiと椋敬を込めた息子のような気持ちで書いていた．彼

の祖噂や本は，構成がfi札単で内容がわかりやすい．彼の大祖．1月戦争における

指導者としての役，.liiljと才能，彼の鉄のような固い忍志， 1国l民の敵や，規律を

破る者に対するi翡i[［などは歴史的な直要性があり，国に秩序をもたらした．

スターリンの1趾病と死の日々の間，ひと時も欠かさずわれわれはラジオの柚
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に所ってし、た．彼の；訃報をfどものように泣：きながら 1サjしヽてし、た 1)．

スターリンの死は，多くの人々に小安をもたらした．その則Illとして， まず

スタ ーリンのイ［在が安定を象徴 していた． I］り出の訓I：けにもあるように，スタ ー

リンの指麻期にウズヘキスタンを含むソ辿は貧囚や経済の低迷，低い識字レベ

ルから，節二次世界大戦の勝者で経済大1ぷlとなり、人々の/-I:＿活水準が111友向Iて

する国となった．これらの成功の多くは，スターリンの指沿スタイルと彼に対

する人勢の人々の1-「清'.iにあり，彼の夕じが人々にもたらしたショックと不安の）以

似となった．スターリンの一般IL|l心とそれほど韮淵していない金銭感此（いつ

も1[ilj|i着）IJでおし ゃれをせず，不動］｝信を杓たず，はとんどの時間を仕事で過ご

したこと）が一般の人々から昨敬を得，彼に対する全i(Ii的なイ詞禎と，スターリ

ンの政策の被唐・にあ った人に恐れと初威を生み出した．それとは対照的に，共

）l伶党内には忠まれた ~.I こ：活を送る人もいたが，彼らと比べてスターリンが1玉lの最

I',．1,i指導者で際限のない権力を介していたにもかかわらず，その権力を私物化し

ていなかったことがi評価されてし、たのである:!).

2.3 国民の喜び

スターリンの死は人々に悲しみを与えただけではない．集旧化の11か代から弾

}-l:^の対象となり，シベリアなどの労働キャンプに送られた人は，その死を 1-91111 

への希望としで受け止めていた．強制されたので什方なく）く泣きした人もいた

が，内心では喜んでし、た．そのような喜びを表に出し，公にすることは少なか

ったが，以下のii|：「]からそのような人々が存在．してしヽたことがわかる．

特が外で大声をl：げながら‘泣いていたことはよく揺えている．それをみ

ていた 1加）が，あれは強闘的に外に出されて，‘泣くように］．—i われた人々だと

教えてくれた． （iil|：言者No.:31, ロシア人，女性，アンディ ジャン）

I) N叫 i'y;1Kozlova. Sovetshie lyudi: Stseny iz istorii. Moskva : Evrnpa. 2005.」62-」63l‘・［参1!(｛,
2) 例えば， ii恥'[llドにもかかわらず、共J}［党幹部のみが使JIJできるリゾート地かあり ，多くの人々が

ft柑小足て夕しんでし ＜ヽ 巾て、このリゾートは我べ物で溢れており，我べすぎでおll見を壊した共・J}i,t党

員が出たことも報；＼されてしヽる． その•例につしヽては 、 Natal'ya Kozlov;1, Souetsllie lyudi: Stseny iz 

istorii. tvloskva: Evrop,1. 2005. 268-269貞参照．
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また，別の人はスターリンか亡くなった 11，杵が泣いて彼の死をI1りやんでい

るのを尻llに，弾圧を受けた人は，これまで191分たちが受けてきた制裁を息い

出していた．彼らにしてみれば，それは様々な式練の終わりを忍味し，スター

リンの死は）ご洲であると受け廿めていた．次の訓［言は，そのような状慇を叙述

するとともに，父説と息「のスターリンの死に対する温炭；11竺を慇じさせるもの

である．

父はスターリンの死を悔ゃんで泣いていた私に，「泣くな」と li^つてきた．

父は集団化ですかっているものすべてを国に］直けたが，それでも

まだ1！わ輩かあるだろうと疑われ，それを認めるよう追られたという．

私のネ11父は財））代の憎15を1£Iに寄付し，その残りでアイスクリーム l]蒻を

作ったが，それが警察などの気に人らず，米る 1［も米る 1［もlf應収によばれて

いた．彼に対する |」は厳しかった．聴収の目的は相父が持ってしヽた

令財））ドを 1叶に訂付させることであった． fll父は3|iil呼び出され，収調べを

受けている最中に，机のl口で亡くなってしまったそうだ．

父は相父がどのような死に方をしたのか，同じ収調室に人っていた泥枠

から1サlいたようだった．（証言者No.17, ウズベク人，女性， タシケント）

強訓的に移住させられた人や弾圧を受けた人のl|iには，本来ならばスターリ

ンの化を喜ぶものを，杵と 1lilじく）噂立きしていた人もいた．

私は学校の7年生で 14か15歳だった．街を歩いていると泣いている人ば

かりだった．スターリンの政策で辿くから送られて来た人たちがいた．彼ら

はあの政紋の艤牲者であったが，やはり i立いていた． （；証言者No.38, ウス‘

ベク人，男‘『I:., フェルガナ）

こうした状況を説明するのは非常にり'ili：しい．人々は日分たちを苦しめたのは

スターリンの指導のもとで動いたソ連政附だと考え，政府を恨んではいたもの

のスターリンを悪く息ってはいなかった．また，スターリンがいなければソ連

はドイツとの戦争に勝つことができなかったと確伯している人も多く，複雑な
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息しヽ が針『綜してし、た．

しかし，それはスターリンが直図的に作りあげたイメージにすぎなしヽと叫l.，『

にも考えた人がいた．

私が此えて いるのはスターリ ンが亡くな った11だ．私は学校か らの帰り

道，泣きながら歩いてしヽる人勢の人たちをみた． 1町liか！と思、し、家へ急ぎ，

視に 1—li-l いてスターリンがしくな っ たことを知った．

スターリンは1⑫l民を翡闘し， 1:,1分が督の父視のようなイメー ジを人々の姐

に{j1'1え付けたことは1リjらかだ．（IIl|：．fi者No.J.，ウズヘク人，男1’/t，タシケ

ント）

まとめ

スターリンの死は単に一人の指祁者の死を意味していたのではなく，板数の

沿：味を持っていた．多くの人からみて，スターリンの死は喝噂父する， 自分たち

の生活と安全を｛j'(ii保してくれる人物の死亡であった．多くの1且l答者の言架では，

スターリンの死は父親の死のように受け止められていた．スターリンの死亡時

に多くの人が泣いたり， ヒステリーを起こしたりしたことはスターリンの死に

対する感I,1りの現れだったと阿時に，スターリンに対する人々の異常な忠誡心を

象徴するものであると考えた人もいた．それは，スターリンの堅強な1叱格，約

二喜欠世界大戦での指導力，スターリンlk『代における人々のIじ活の正常化といっ

た，スターリンに対する一般国民の好怠的な印象に裏打ちされていた．翡に，彼

の第二次llt界大戦中におけるリーダーシ ップを高く評価する人が多く，それが

いまだに多くの人々のlli汁裏に残っているようである．

そのようなスターリン時代に逹成されたことを認識する 一方で，同時期にみ

られた州i吐や民族強制移仕という，スターリンの三^II,I甘生を認識する人も多かっ

た． しかし，圧倒的に大多数の人々はスターリン時代に人権が箭かされ，多く

が）flj務所に人れられ亡くなったことに対しても，そのようなことはスターリン

の知らない部分で行われた，もしくはスターリンが国民のために，｛l：方なくそ

のようなことをしてしまったという認識を持っている．さらには，そのような
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ことがスターリンの過ちによって起きたとしても，スターリン時代には多くの

ことが遠成され，それによって，その時代の失敗は許されるのだと考える人も

いる．

最後に，スターリンの死を1情しむ人が多い中，その死を喜んだ人もおり，そ

のような感柏が一部の国民のI{｝]にあったということは， 一部の人はスターリン

の支配を冷憎に1桃め，その死は妍しい時代が近づいていることを示すものとjlll

貿していたといえよう．そういう、意味ではスターリンの死は新しいII寺代の始ま

りでもあり，政治，経済と社会の変容をも引き起こすものであった．
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